
産業振興株式会社 釜石事業所

　事業内容
　産業振興株式会社は、製鉄から加工・販売、鉄リサイクルといった鉄流通の様々な場面で事業を展開し、
新たな付加価値を生み出してお客様の満足、さらには社会に貢献しています。
　釜石事業所では、鉄線材の製造、細粒木質チップ製造、施設管理業務を行っています。 

　働きやすい職場作りのために
　工夫していること
　始業前の体調確認や、作業前・変化点でのミー
ティングを都度実施し、安全作業に努めていま
す。 
　また、上司による作業現場の巡視や、事業主
と全従業員の対話活動を通じて、風通しのよい
職場づくりを推進しています。

　入社から 10年後の会社での立場等
　（役職、部下の人数、給与、技術の熟練度合など）

役職：班長　　部下の人数：2 〜 5 名 

給料：23 万程度 
グループでの作業時にリーダーとして全体を守る役割

（作業手順確認・異常時の対応など） 
研修：作業指揮者・リスクアセスメント・
　　　役職後継者等

　従業員に求める力・特徴
・物事を論理的に捉えることができ、粘り強く解決に
　向けて努力できる力 
・広い視野から物事を捉えることができる力 
・コミュニケーションを図り、周囲から信頼される力
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従業員数 201 名

年 齢 層

10 代以下 2 名
20 代 37 名
30 代 42 名
40 代 56 名
50 代 34 名
60 代以上 30 名

平 均 勤 続 年 数 ９年

年 間 休 日 三交替   98 日
常昼 115 日

月 平 均 時 間 外
労 働 時 間 19 時間

育児休暇取得実績 有

製　造　業
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Q　会社に入社したきっかけはなんですか？
A　出身は釜石ですが高校のとき、自立心を高めたいため

仙台育英高校に入学しました。 
どこに就職しようか迷っていたとき、私はやっぱり地
元釜石に就職して少しでも地元に恩返しができたらと
思いました。地元の先輩に会社を紹介され、仕事内容
などを聞き私に向いている仕事だと思い就職しました。

Q　仕事を行ううえで心がけていることはなんですか？
A　私は主に機械系の仕事をしています。現場で動かなく

なった部品をその場で取り替えたり、取り替えた部品
の「分解、洗浄、組立て」をし、また壊れたときには
その都度取り替えできるようにしています。 
その中でも火を使う危険な仕事もあり、怪我をしないよ
うに安全について心掛けて仕事をしています！ 

Q　仕事を行うなかで、楽しい時や嬉しい時はどんな時　
　　ですか？
A　・難しい仕事をできたときの達成感は計り知れないほ　
        ど嬉しいです。
      ・今まで一人でできなかった仕事ができるようになった
　　　ことで、益々仕事をするのが楽しくなり今では自分の
　　　技術、スキル向上に努めています。  

Q　会社の自慢を３つ教えてください。
A　 ・福利厚生がしっかりしている。
　　　（出産祝い金、子供手当、育児休暇） 
　　・ボーナスが高い。 
　　・男性、女性問わず面白い先輩がたくさんいます。
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釜石駅

至 大船渡→←至 遠野
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228833283

当社
正門

日本製鉄（株）
北日本製鉄所
釜石地区構内

◆基本情報
　所在地　　〒 026― 0031　釜石市鈴子町 23 ― 15
　設　立　　昭和 12 年 9 月
　T E L　　0193 － 22 － 2211
　F A X　　0193 － 22 － 0034
　H　 P　　 https://www.sangyoshinko.co.jp/ 

Q　仕事の 1日のスケジュールを教えて
　　ください

Q．これから就職・進学する皆さまへ企業PR等メッセージをお願いします。

　私たちの暮らしに必要不可欠な「鉄」づくりを通じて社会貢献ができます。鉄鋼業はすべ
てにおいてスケールが大きく、やりがいを感じます。資格取得の支援など福利厚生の充実や、
入社後には若手を中心とした先輩社員がしっかり仕事を教えてくれる環境があり、働きやす
い会社です。 
　ぜひ一緒に仕事をしましょう！ 

朝

午前

午後

夕方

随時

・始業前ミーティング
・作業前準備

・設備点検（レール摩耗確認、　
　チェーンの張り具合や給油状
　況の確認など）
・部品の手入れ、加工（シリンダー
　など）
・治具の作成（既製品よりも安
　全性、作業性に特化した道工
　具の自家製作。）

・作業後１日の反省
・使用道工具の片付け 
 

・突発、トラブル対応 
 

先輩社員の方に聞きました！ 所属部署：技術課技術係機械班

代表の方に
聞きました！
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